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1 
クラウド時代の社会イノベーション 
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高度なユーザ体験の日常化  

3 

多種多様なサービスが、いつでもどこからでも利用可能 

クラウド上で提供される高度なユーザ体験が日常化 

１-１． 

道路交通 

地図情報 交通情報 

Ｅコマース 

物流 

情報共有 
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道路交通 

地図情報 交通情報 

Ｅコマース 

物流 

情報共有 

高度なユーザ体験の日常化  
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１-１． 

新しいことが 
すぐにできる 

Agile Development 

DevOps 

Scrum 

Continuous Deployment 

いつでもどこからでも 

インターネットサービス 

落ちない/遅くならない 

高信頼設備と技術力 

多種多様なサービスが、いつでもどこからでも利用可能 

クラウド上で提供される高度なユーザ体験が日常化 
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大量 
データ 

抽出 

蓄積 

分析 
(知識化） 

情報爆発の時代の到来 
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１-２． 

多様な場で提供されるサービス群の活用を通じて、人やモノの
行動や振る舞いを示すデータが大量に発生 

データが意味するところを知識化し、社会へフィードバック 

フィード 
バック 

交通データ 

ＩＣカード利用 
履歴データ 

端末利用履歴 

Ｗｅｂアクセス 
ログデータ 

知識 

気付き 

データ 
収集 
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社会イノベーションの例： 交通システム  
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１-３． 

略称： HEMS(Home Energy Management System) 
     CEMS(Community Energy Management System) 

運転や交通状況などの情報をベースに快適な走行を支援 

使用状況を踏まえ、より効率的にエネルギーを供給 

走行支援 
気持ちよく運転できる 

エネルギー利用 
エネルギーを適正に利用できる 

コミュニケーション促進 
多様な人々とつながる 

電気自動車 

充電サービス 

スマートエネルギー 
（ＨＥＭＳ, ＣＥＭＳ） 

ＳＮＳサービス 

自動車交通サービス 

…
 

データ 

知識 

サービス 
活用 

大量
データ

抽出

蓄積

分析
(知識化）
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社会イノベーションの例： 交通システム  

7 

１-３． 

運転や交通状況などの情報をベースに快適な走行を支援 

使用状況を踏まえ、より効率的にエネルギーを供給 

電気自動車 

充電サービス 

スマートエネルギー 
（ＨＥＭＳ, ＣＥＭＳ） 

ＳＮＳサービス 

自動車交通サービス 

…
 

データ 

知識 

サービス 
活用 

大量
データ

抽出

蓄積

分析
(知識化）

走行支援 
気持ちよく運転できる 

エネルギー利用 
エネルギーを適正に利用できる 

コミュニケーション促進 
多様な人々とつながる 

ルート案内 

渋滞情報 

自動車メンテ 
案内 

充電ステー 
ション情報 

多様なサービスの利用と 
ユーザ体験の高度化 
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社会イノベーションの例： 交通システム  

8 

１-３． 

運転や交通状況などの情報をベースに快適な走行を支援 

使用状況を踏まえ、より効率的にエネルギーを供給 

走行支援 
気持ちよく運転できる 

エネルギー利用 
エネルギーを適正に利用できる 

コミュニケーション促進 
多様な人々とつながる 

電気自動車 

充電サービス 

スマートエネルギー 
（ＨＥＭＳ, ＣＥＭＳ） 

ＳＮＳサービス 

自動車交通サービス 

…
 

データ 

知識 

サービス 
活用 

大量
データ

抽出

蓄積

分析
(知識化）

交通データ ＧＰＳ情報 

渋滞情報 
最寄の充電 

ステーション情報 

ルート案内 

需要情報 

スマートエネルギー 
（ＨＥＭＳ, ＣＥＭＳ） 

大量
データ

抽出

蓄積

分析
(知識化）

大量データの分析結果を 
社会へフィードバック 
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走行支援 
気持ちよく運転できる 

エネルギー利用 
エネルギーを適正に利用できる 

コミュニケーション促進 
多様な人々とつながる 

電気自動車 

充電サービス 

スマートエネルギー 
（ＨＥＭＳ, ＣＥＭＳ） 

ＳＮＳサービス 

自動車交通サービス 

…
 

データ 

知識 

サービス 
活用 

大量
データ

抽出

蓄積

分析
(知識化）

社会イノベーションの例： 交通システム  
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１-３． 

運転や交通状況などの情報をベースに快適な走行を支援 

使用状況を踏まえ、より効率的にエネルギーを供給 

社会全体での 

エネルギー利用の最適化を図り、 

社会コストの削減に貢献 
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お客さまと共に次世代社会基盤を創造 

10 

１-４． 

・・・ 
オンデマンド 
サービスへ進化 

情報システムの 
適用拡大 

クライアントサーバ クラウドコンピューティング 

’７０ ’８０ ’９０ ２０００ 

メインフレーム 
技術継承 
オープン化 

技術継承 
進化 

オンラインバンキング 

大規模ネットワーク集中管理 

ＶＩＣＳ（道路交通情報） 

次世代交通システム 

スマートエネルギー 
(ＣＥＭＳ, ＨＥＭＳ) 

鉄道座席予約システム（ＭＡＲＳ） 

銀行３次オンライン 

気象庁ＡＭＥＤＡＳ 

メインフレーム時代からお客さまと共に社会基盤システムを構築 

共同作業で得られたミッションクリティカル技術を次世代に継承 

Harmonious Cloudとして技術を体系化し、高信頼ミドルウェアを提供していきます 
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まとめ： クラウド時代の社会イノベーション 

11 

１-５． 

多様な場で提供されるサービス群の利用を通じて、 
  人やモノの行動や振る舞いを示すデータが大量に発生 

データが意味するところを知識化し、社会へフィードバック 

お客様とともに作り上げてきた技術を 

Harmonious Cloudとして体系化し 

社会イノベーションを加速していきます。 

高度なユーザ体験の日常化 

多種多様なサービスが、いつでもどこからでも利用可能 

クラウド上で提供される高度なユーザ体験が日常化 

情報爆発の時代の到来 
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２ 
高度なユーザ体験を実現する 
多様なサービス 
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クラウド環境の要件 

① リソースの迅速な調達 

情報共有 

データセンター 

② 業務サービスの簡単構築 

③ サービスの安定稼働 

日々繰り返し体験 

いつでもどこからでも使える 

新しいことがすぐにできる 

落ちない、遅くならない 

メール 

Eコマース 

地図情報 
交通情報 

高度なユーザ体験の日常化 

クラウド環境 

多様なサービス、いつまでも ２-１． 
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日立ミドルウェア 

 ＡＰ実行基盤 
 ＤＢ基盤 
 運用管理基盤 

① リソースの迅速な調達 

ＩＴリソース 
管理者 

業務システム 
管理者 

リソースプール 

物理リソース 

③ サービスの安定稼働 

業務サービス 業務サービス 

仮想サーバ 仮想サーバ 

各種ミドルウェア 各種ミドルウェア 

② 業務サービスの簡単構築 

クラウド環境の要件 

JP1/IT Service Level  
       Management 

JP1 

JP1/IT Resource 
       Management 

JP1 

PaaS環境管理技術 

クラウド環境に求められる３つの要件 ２-２． 

ＩＴリソース提供サービス 
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JP1 ① リソースの迅速な調達 JP1/IT Resource Management 

ＩＴリソース管理者の、運用ライフサイクル全般に渡る作業を1つの製品で管理。 

15 

③ サーバの 
     配備 

② 空きリソース 
    の予約 

① 空きリソース 
    の検索 

ＩＴリソース 
管理者 

業務システム 
管理者 

仮想マシンの割当て依頼 

依頼情報 
•ＯＳ種別 
•ＣＰＵ数 
•メモリサイズ など 

リソースプール 

物理リソース ② 空きリソースの予約 

① 空きリソースの検索 

仮想サーバ 仮想サーバ 

③ サーバの配備 

JP1/IT Resource 
       Management 

リソースの迅速な調達のためには ２-３． 

④ 使用実績の確認と見直し 

プロビジョニングも 
自動実行 

マイグレーションや 
チューニング 

④ 使用実績の 
 確認と見直し 
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サービスデリバリの迅速化のためには ～インフラ～ 

16 

予約スケジュール 

リソース管理(トポロジー、稼働状況表示） 

レポート 

割り当て状況・構成情報 

ＩＴリソースの現状把握 
(割当て計画) 

ＩＴリソースの割当て 
(割当て実行) 

ＩＴリソースの使用 
確認と最適化 

・エージェントレスで構成情報を 
  自動検出 
•初期導入容易、運用負担軽減 

・利用したいＩＴリソースのスペック 
  や利用期間を満たすＩＴリソース 
  を検索し、予約可能 

・イベントの発生状況やランキング、 
  物理サーバの割当て実績などを 
  レポート 

JP1 ① リソースの迅速な調達 JP1/IT Resource Management 

クラウドのサービスに対して、ＩＴリソース割当てを適正化 

２-４． 
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業務の簡単構築のためには ～サービス実行環境～ 

業務システム管理者の初期基盤設計構築、再構築、構成変更作業を容易化 

② 業務サービスの簡単構築 ＰａａＳ環境管理技術 

17 

２-５． 

仮想サーバ 

開発用環境 

仮想サーバ 

検証用環境 

ＩＴリソース 
管理者 

業務システ
ム 
管理者 

日立ミドルウェア 

 ＡＰ実行基盤 
 ＤＢ基盤 
 運用管理基盤 

運用管理基盤 

ＡＰ実行基盤 
ＤＢ基盤 

仮想サーバ 

本番用環境 

① 初期 
    基盤設計構築 

② 開発・検証環境 再構築 

サービス提供環境の 
スピード構築 

物理リソース 

③ 本番環境スケール変更 

サービス別・用途別 
の管理と再構築 

ＰａａＳ環境管理技術 

リソースプール 

負荷変動に対する 
構成変更の柔軟性 
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業務の簡単構築 ～サービス実行環境～ 

クラウドのサービスを支えるＰａａＳ環境管理基盤 

② 業務サービスの簡単構築 

18 

構築の自動化 

業務システム環境（ミドル
ウェア含む）の初期構築の
効率化を支援します。 

業務・用途別管理 

業務システムを用途別に
管理し、構築作業の高効
率化を支援します。 

構成の可視化 

サービスレベルに応じた 
システムのスケール変更
の簡略化を支援します。 

現状 PaaS環境管理適用後 

リソースプール 

IaaS 

業務システム
開発/運用者 

環境貸し出
し 

使用依頼 

 
 

ＡＰサーバ 

 
 

ＤＢサーバ 

リソースプール 

JP1/ITRM IaaS 

PaaS環境管理 

 
 

APサーバ 

業務システム
開発/運用者 

開発用 本番用 検証用 

環境貸し出し 

業務・用途を指定し環境を利用 

仮想サーバ 使用依頼 
仮想サーバ 

自動設定 

 
 

DBサーバ 

L/B 

すべてを手動で設定・管理 

本番用は？ 

検証用は？ 

開発用は？ 

ＰａａＳ環境管理技術 

２-６． 
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サービスの安定稼働のためには 

サービス利用者の実際のアクセスを収集・分析し、サービスレベルの評価指標 

(ＳＬＯ)を監視します。サービスの最新状況の把握や、定期的な評価ができ、 

サービスレベルの維持・向上を支援 

③ サービスの安定稼働 JP1/IT Service Level Management 

19 

JP1 

<リアルタイム監視画面> 

<レポート画面> 

サービスレベルの 
最新状況を把握 

月次など一定期間の 
ＳＬＯ評価結果を確認 

２-７． 

業務サービス 業務サービス 

仮想サーバ 仮想サーバ 

各種ミドルウェア 各種ミドルウェア 

業務システム 
管理者 

利用者の実際の 
アクセスを収集・分析 

JP1/IT Service Level 
       Management 

SLO:Service Level Objective  
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サービスの安定稼働 

データの傾向からいつも（正常時）と違う予兆をリアルタイムに検知し、 

問題が発生する前に対処可能 

③ サービスの安定稼働 JP1/IT Service Level Management 

20 

JP1 

応答時間  

現在の値 

時間 

しきい値 
検知 

外れ値検知 
（予兆検知） 

ＳＬＯしきい値 

ベースライン 

正常範囲 
（ベースラインから 

算出） 

<リアルタイム監視画面> 

<ホーム画面> 

過去の情報（ベースライン）と比較して 

いつもと違う傾向を検知 （外れ値検知） 

しきい値検知より早く 

予兆の検知が可能 

対策までの時間を 
大幅に短縮！ 

障害を未然に防止！ 

業務システム 
管理者 

ストリーム技術を応用した 
予兆検知により、問題発生前に対処できる 

２-８． 
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Harmonious Cloud Frameworkとして技術を体系化し、日立ミドル
ウェアで実現していきます 

クラウド基盤の全体像 ２-９． 

日立ミドルウェア 

 ＡＰ実行基盤 
 ＤＢ基盤 
 運用管理基盤 

① リソースの迅速な調達 

ＩＴリソース 
管理者 

業務システム 
管理者 

リソースプール 

物理リソース 

③ サービスの安定稼働 

業務サービス 業務サービス 

仮想サーバ 仮想サーバ 

各種ミドルウェア 各種ミドルウェア 

② 業務サービスの簡単構築 

JP1/IT Service Level  
       Management 

JP1 

JP1/IT Resource 
       Management 

JP1 

PaaS環境管理技術 

ＩＴリソース提供サービス 
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３ 
大量データの分析結果を 
フィードバック 
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大量データ処理の要件 

① リアルタイム監視 

② 蓄積・検索 

③ 集計・分析 

リアルタイムに今がわかる 

自分にあったサービスが得られる 

新たな気づきを得る 

データセンター 

ネット購入 

金融取引ログ 

電力メーターデータ 

ＩＣカード利用 

ＳＮＳ 

ブログ 

自動改札 

データのライフサイクルに応じた処理が必要 

大量データの分析結果をフィードバック ３-１． 

23 
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データセンター 

ストリームデータ処理 

時系列データストア技術 

時間

異
常
度

異常

警戒
正常

故障
予兆

大量の情報を 
リアルタイム処理 

大量の情報を 
高速検索・効率保管 

履歴データ 

大量の情報を 
対象とした分析 

診断対象
同機種平均

稼
動
デ
ー
タ

時間

P1
P2
P3
P4

グリッドバッチ 

① リアルタイム監視 

② 蓄積・検索 

③ 集計・分析 

データのライフサイクルに応じた処理が必要 

uCosminexus 
Stream Data Platform 

uCosminexus 
Grid Processing Server 

大量データの分析結果をフィードバック ３-２． 

24 

超高速ＤＢＭＳ 
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ＩＴの瞬発力 ＝  反射神経系の処理を持つＩＴシステム 

 今までのＩＴシステム 

 

蓄積した膨大なデータを集計・分析＝大脳系処理 

データ発生と同時に、蓄積せずに、 
集計・分析 ＝ 反射神経系処理 

実世界から膨大な 
データが発生 

「何が起きてる」 
「何が起きそう」 
を知る 

POINT 

ストリームデータ処理 

DB・DWH 

 

 

「過去」の集計・分析結果 

「何が起きた」 
を知る 

「今」の集計・分析結果 データを逐次入力 

① リアルタイム監視 uCosminexus Stream Data Platform 

 

データの蓄積 

稼働情報 

電力情報 

センサー情報 

設備情報 

ストリームデータ処理の位置づけ ３-３． 
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  分析シナリオは時系列データ分析に適したクエリ（CQL）で記述 時系列データ分析 

  インメモリ処理、差分計算処理により、大量データを高速処理 高速なデータ処理 

ＩＴコストの適正化   大量データから必要なデータやイベントだけを抽出し、保管 

クエリ発行 予めクエリを登録 

入力ストリーム 

結果ストリーム 

a,6 
1 a 
2 b 
3 a 
4 b 
5 a 
6 a 

val id 

a 15 
b 6 

a,1 
b,2 

a,3 
b,4 

a,5 a,15 

Sum(val),  
Group by id 

a,1 
b,2 

a,4 
b,6 

a,9 

結果 

Sum(val),  
Group by id 

a 15 
b 6 

データを格納した後、一括して処理 
データ発生時に関連する処理を逐次実行 
差分計算処理により、高速処理を実現 

ストリームデータ処理（新技術） ストック型データ処理（従来処理） 

大量の時系列データから、「今」を分析する新技術 

① リアルタイム監視 uCosminexus Stream Data Platform 

ストリームデータ処理技術の特長 ３-４． 
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超高速ＤＢＭＳ 

超高速ＤＢＭＳの取組み ３-５． 

② 蓄積・検索 

当社ＤＢＭＳ比で最大数百倍の検索性能を出すことが可能な
新しいＲＤＢを開発中 (２０１２年度に事業化する計画) 

これらの技術には内閣府が創設した最先端研究開発支援プログラムで採択された「超巨大データベース時代に 
向けた最高速データベースエンジンの開発（略）」(東大、日立)で技術開発された成果が反映されています。 
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10:00:00 センサ1 

10:00:00 センサ2 

11:00:00 センサ1 

11:00:00 センサ2 

特徴ｲﾝﾃﾞｸｽ 

特徴ｲﾝﾃﾞｸｽ 

特徴ｲﾝﾃﾞｸｽ 

特徴ｲﾝﾃﾞｸｽ 

圧縮データ 

圧縮データ 

圧縮データ 

圧縮データ 

10:00:00 

時刻 

10:00:01 

10:59:59 

： 

11:00:00 

： 

1.0 

1.0 

1.0 

： 

1.0 

： 

センサ1 

10.0 

25.2 

11.1 

： 

11.1 

： 

センサ2 

→ 
デ 
｜ 
タ 
収
集
単 
位 

↓カラム単位で格納  列ストア（時間方向へのブロック化）、 
 データ圧縮格納により、ストレージ 
 容量を大幅に削減 

センサー情報 

電力情報 

設備情報 

 特徴インデクスにより、検索を高速化 
 （統計値や波形などの特徴値を格納） 

データ 
収集 

データ
蓄積 

データ
検索 

 時系列データ分析クエリ 
 （特徴値検索など） 

時系列データストア技術 

時系列データストア技術の特長 ３-６． 

② 蓄積・検索 

時系列データを対象とした高効率データ管理技術 

時系列
データ 

蓄積ＡＰ 時系列データストア 

時系列データの保管コスト(ストレージ量)を大幅削減 
時系列データの特性に合わせてカラム単位で圧縮格納 
特徴インデクスにより、データ検索も高速化 
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③ 集計・分析 uCosminexus Grid Processing Server 

BJEX 

BJEX 

情報系業務 
（リスク管理など） 

市場系業務 
（プライシングなど） 

HiRDB 
uCosminexus Grid Processing Server 

口座
データ 

口座
データ 

口座
データ 

口座
データ 

・・・ 

・・・ 

BJEX 

BJEX 

BJEX 

・・・ 

ＪＯＢ 

ＪＯＢ 

ＪＯＢ 

ＪＯＢ 

ＪＯＢ 

１ジョブイメージ 
での定義・運用 

JP1/AJS3 

H

S

F

S

 

柔軟でスケジューリングで 
分散実行を効率化 

既存アプリケー 
ションを活用可能 

共用ファイル 
システム 

ＳＡＮ共有のため、 
ファイルＩ/Ｏ性能 
が安定 

基幹系業務 
（決済・口座振替 

など） 
データ 

口座
データ 

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（分
割
）表 

スケーラビリティや 
並列度に優れ、 
分散実行において 
効果を発揮 

SORT EE 

データ分割 

既存資産（ＣＯＢＯＬ、Ｊａｖａ等）を活用した並列処理技術 
並列処理を一元管理でき運用が容易 
データ量に応じてスケールアウト＆障害箇所の局所化 

グリッドバッチによる集計・分析 ３-７． 

HSFS : Hitachi Striping File System BJEX : uCosminexus Batch Job Execution Server 
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ＳＯＲＴ ＥＥ（分割）と、ｕＧＰＳ（実行）の大きく二段階の処理構成 

【単語数カウントの例】 

ファイル分割でレコード数の上限値を設けることで処理時間が見込める 

入力ファイル 

<7000件> 

出力ファイル 
(単語数カウント結果) 

uGPS 
処理ノード 

東京 
大阪 
東京 

東京 
東京 

・・・ 

<東京,1000> 

東京 4000 

大阪 2000 

名古屋 1000 

大阪 
名古屋 

キー分割＆ 

レコード上限値 

東京 
： 

東京 
： 

東京 
： 

大阪 
： 

大阪 
： 

名古屋 
： 

処理ノード <東京, 1000> 

処理ノード <東京, 1000> 東京 
： 

処理ノード <東京, 1000> 

処理ノード 

処理ノード 

処理ノード 

<大阪, 1000> 

<名古屋, 1000> 

<大阪, 1000> 

HSFS : Hitachi Striping File System 

SORT EE : SORT Version8 – Extended Edition 

uGPS : uCosminexus Grid Processing Server 

③ 集計・分析 uCosminexus Grid Processing Server 

上限値１０００件で分割 ↔ ７多重 

ＨＳＦＳ 
（共有ファイル） 

ＨＳＦＳ 
（共有ファイル） 

ＳＯＲＴ ＥＥ 
（マージ） 

ＳＯＲＴ ＥＥ 
（分割） 

ｕＧＰＳ 

グリッドバッチによる並列処理 ３-８． 
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データセンター 

時系列データストア技術 

大量の情報を 
高速検索・効率保管 

履歴データ 

大量の情報を 
対象とした分析 

診断対象
同機種平均

稼
動
デ
ー
タ

時間

P1
P2
P3
P4

グリッドバッチ 

uCosminexus 
Stream Data Platform 

② 蓄積・検索 

③ 集計・分析 

uCosminexus 
Grid Processing Server 

データのライフサイクルに応じた処理が必要 

ストリームデータ処理 

時間

異
常
度

異常

警戒
正常

故障
予兆

大量の情報を 
リアルタイム処理 

① リアルタイム監視 

大量データの分析結果をフィードバック ３-９． 

超高速ＤＢＭＳ 
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４ 
まとめ 
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お客さまと共に次の社会イノベーション実現へ 

33 

４-１． 

協創のパートナーとして 
お客さまと共に次の社会イノベーションに貢献 

日立 お客さま 

さらなる高度なユーザ体験の創造 

お客さまとの共同作業で培った技術力を次世代へ 

多様なデータから知識を汲み取り、社会へフィードバック 

Hitachi Command Suite 
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